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伊豆・小笠原海域におけるカツオの生物特性

はじめに

　カツオは、全世界の温帯～熱帯海域に広く分

与レ季節により大規模な南北移動を行うこと

が知られています。産卵は熱帯～亜熱帯域で夏

季と冬季を中心にぼぼ周年行われていると考え

られており、生後２年目（体長40数cm）の春に

日本近海に北上来遊するようになります。回遊

ルートは、黒潮沿い、小笠原から伊豆諸島沿い、

東経145o沿い､東経155°沿いの４つあることが

分かっています｡伊豆･小笠原海域は、回遊ルー

トとして重要と位置づけられていますが、どの

ような生物特性をもった個体が分布しているか

ほとんど研究されていません。特に、東北海域

との関係を検討したものは、1955年以後ありま

せん。そこで、今回は近年における伊豆・小笠

原海域と東北海域の生物測定（体長と成熟）デー

タを用い、固海域に分布するカツオの生物特性

の違いを検討したので紹介します。

材料と方法

　体長データとしては1990～97年に中型竿釣り

船により漁獲され、茨城県那珂湊港および静岡

県御前崎港で水揚げされたカツオの体長測定結

果を用いました。これらのデータは、図１の海

域区分により年・月別にまとめ、東北海域と伊

豆・小笠原海域におけるカツオの体長について

検討しました。

　成熟状態の検討には、1992～1997年に測定し

た生殖腺重量のデータを用いました。成熟状態

の判断には、生殖腺熱度指数(GI)＝GW/FL3×
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A:東北海域　　　B:伊豆･小笠原海域

　　　　　図１　海域区分

104(GW:生殖腺重量g　FL:尾叉長cm)の式

を使用しました。生殖腺熟度指数は、数倍加大

きくなる程、成熟が進んでいることを表してい

ます。

結　果

１．体長組成

　図２に1993年の東北、伊豆小笠原海域に出現

したカツオの体長組成を示しました。東北海域

では５月に体長45cmモードのカツオが出現し、

夏から秋にかけて成長し、11月には体長51cm

モードとなり東北海域から姿を消しました。伊

豆･小笠原海域では、４月以降、体長40cm台に

モードを持つ群が漁獲の主体となり9、10月に

は体長50cmと30cm台にモードを持つ群も加わ

- ｔ－
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図２　東北、伊豆･小笠原海域に出現したカツ

　　　オの体長組成（1993年）

り、複雑な組成になりました。これら固海域の

体長組成の特徴は年により、多少の体長モード

の違いはありますが、毎年同様の傾向が見られ

ました。

　例年、日本近海では、春に出現する体長40cm

前半の２成魚が主群となります。そこでこの体

長群の平均体長の月変化を図３に示しました。

圃海域の平均体長は４～６月においては、いず

れかの月でほぼ一致しましたが、７月以降は年

により違いが認められ、1990年、1994～97年で
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図３　東北、伊豆･小笠原海域に出現したカツ

　　　オ２歳魚の平均体長の月変化

は､東北海域の個体では夏季に40cm台の平均体

長が徐々に大きくなるのに対レ伊豆・小笠原

海域では夏季に平均体長の変化はほとんど認め

られませんでした。つまり、９月には東北海域

のカツオの平均体長は50致cmにまで成長した

のに対し、伊豆･小笠原海域の平均体長は45(lm

前後で顕著な成長は認められませんでした。し

かし、10月には東北海域と伊豆・小笠原海域の

平均体長は50数cmで再び一致しました。

２．生殖腺熱度指数

　回列こ生殖腺熱度指数（雌）を示しました。

指数６以上が成熟個体の目安と考えられます。

回申の縦線は体長45cm､すなわちカツオが産卵

可能な最小体長を示しています。伊豆・小笠原

海域に出現した雌は、５～６月に体長48～55

（ごｍ、７～９月に体長43～54cmで成熟個体が認

められました｡体長50cm合の個体では５～６月

に成熟個体が多く出現しましたが､体長40cm合

の個体は７～９月に成熟個体が多く出現しまし

た。10～11月には、ほとんど未熟個体で占めら

れました。東北海域では4～11月にかけて、雌

はほとんど未熟個体で占められました。雄は、

圃海域とも雌と類似した傾向を示しました。

考　察

　春季に伊豆･小笠原海域で出現する体長40cm
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図４　体長と生殖腺熱度指数（雄）の月別分布

合口モードを持つ群れは、東北海域出現魚と体

長モードが一致することから、東北海域に北上

するものの一部が伊豆・小笠原海域で漁獲され

ているものと考えられました。春に40cm合に

モードを持つ群は1991、93年を除き、東北海域

では夏季に50cm合にまで達するのに対して､伊

豆・小笠原海域では体長変化はほとんどなく、

夏季には伊豆・小笠原海域のモードが東北海域

より小さくなる現象が認められました。成熱度

指数は、夏季において、40cm合の体長群の伊

豆・小笠原海域では高くなるのに対して、東北

海域ではまったく未熟でした。

　このことから、おそらく、この時期に伊豆・

小笠原海域のカツオは栄養を産卵準備のための

成熱にふりむけ、さらに成熟に伴い順次南下回

遊に移行するのに対し、東北海域の個体は栄養

を体成長にふりむけていると考えられました。

３－

　同じ体長40cm台のカツオでも未熟個体は餌

生物が豊富な親潮黒潮移行域まで北上して、崇

餌生活を選択するのに対し、成熟過程にある個

体は伊豆・小笠原海域まで北上したあと、成熟

に好適な高い水温環境を選択して伊豆・小笠原

海域での滞留生活を送るものと思われます。

　10月には東北海域と伊豆・小笠原海域の体長

組成は毎年一致しました｡この二とはおそらく、

この時期に東北海域からの南下移動個体が伊

豆・小笠原海域を通過していることを意味して

いるものと思われます。
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図５　カツオの移動モデル

　図５に春に日本近海に北上回遊してくるカツ

オの移動モデルを示しました。春に日本近海に

北上してきた個体で成熟かおる程度進んだ個体

は伊豆・小笠原海域に留まり、栄養を成熟にふ

けむけ、成熟が進むにつれて順次南下し夏～秋

に産卵すると考えられます。一方、春に日本近

海に北上してきた個体で未熟個体は東北海域に

進入し、栄養を成長にふけむけ秋には南下しま

す｡南下した個体は翌年の冬～春に20oN以南の

亜熱帯反流域で産卵すると考えられます。

おわりに

　本研究を行うに当たり、三重県、宮崎県、高

知県、静岡県の竿釣り船乗組員の方々には水揚

港での標本測定に関し、また那珂湊漁業協同組

合、御前崎漁業協同組合の市場関係者の方々に

は標本の人手に関して多大のご協力をいただき

ました。ここに記し、心から謝意を表します。

　　　　　　　　　　(漁業開発部　増田　傑)
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近赤外分光法を用いた生・凍結マアジの脂肪量の非破壊分析

はじめに

　マアジは、大衆魚として親しまれその利用方

法は多岐にわたっていますが、生鮮魚および加

工原料において脂肪音量の多いものは高く評価

されています。特に開き干し加工用のマアジに

おいては、脂肪の乗り具合によってその価格に

大きな差が生じています。例えば国内産マアジ

の脂肪の少ないもので、15kg当り4,000円程度

のものもあれば、脂肪の多いものでは15,000円

程度になることもあります。

　しかし、開き干し用マアジの脂肪の多寡は、

漁場の情報や腹部をナイフで切り取る方法等経

験的な判断に頼っており、マアジの脂肪量を非

破壊で迅速に測定する方法の開発が望まれてい

ます。

　そこで、マアジの近寺外分光法による脂肪音

量測定方法の開発を目的とし、生・凍結魚体を

用いて、測定部位における近赤外分光浩の測定

精度に及ぼす影響について検討しました。そし

て、生・凍結状態のいずれでも精度良く脂肪量

を測定できることが明らかとなったので紹介し

ます。

材料及び方法

材料　静岡県内で開き干し用の原料として扱わ

れている脂肪量の異なる国内庭凍結マアジを用

いました（表１）。体重90.0～222.8g（平均

139.3g）のものを合計200個体使用しました。ス

ペクトル測定後、左半身を化学分析試料とし、

脂肪量を求めました｡200個体の試料は２つのグ

ループに分け、100個体を検量線作成用試料､残

　　　　表１　試料に用いたマアジの性状

検鸚顕(n=100)

酸量　　　体重

ヅ

ｊ

1,2~18.3

Ｍ
3
.
9

評翻匪(n=100)

-
酸量　　　体重

　(%)

95.6~190,7

　135,4

　旧

(g)

りの100個体を検量線評価用試料としました。

脂肪量の化学分析　脂肪音量の化学分析は、前

述した化学分析用試料の皮、骨および内臓を取

り除いた左半身の魚肉部分全体を均一になるよ

うに細断した試料を用い、ジエチルエーテルを

溶媒とするソックスレー抽出法により行いました。

スペクトルの測定　近赤外スペクトル（400－

1100nm）の測定には市販の近赤外装置（㈱ニレ

コ礼装、NIRS6500型）を用いました。スペクト

ルは、マアジを予め冷凍庫（－45°C）に凍結保

管し、魚体温度を冷凍庫の温度に調整した後取

り出し、直ちにインタラクタンス方式により測

定を行いました。インタラクタンス方式とは、

試料表面に照射した光が、反射、屈折透過、散

乱などを繰り返して、再び外に出た反射光を測

定する方法です｡すなわち､光ファイバープロー

ブの先端部（直径25mm）を凍結したマアジの魚

体（図１に示したようにＰ１、Ｐ２の２つの部

位）に密着させて、スペクトルを３回、室温下

で測定しました。同様なスペクトルの測定を、

解凍し約２てに品温を調整した試料についても

行いました。

　　　　　図１　近赤外の測定部位

スペクトルの解析　マアジの脂肪量を測定する

ための検量線の開発は、測定装置に付属してい

る解析用プログラム(NSAS)を荊いて、２次微

分スペクトルと化学分析値をもとにした重回帰

分析により行いました。第１波長の選択におい

ては、①魚油の杵匹吸収波長を選択する、およ

び②後述する相関スペクトルの下向きのピーク

を選択する、の２つの方法を採用しました。ま

た、生・凍結のスペクトルデータを基に、統合

検量線を作成し、その評価を行いました。

Ｈ

平均

群駐

－４－



結果及び考察

近赤外スペクトル　魚油とマアジ（生Ｐ１部、

生Ｐ２部、凍結Ｐ１部、凍結Ｐ２部）の２次微

分スペクトルを図２、３に示しました。魚油で

は10で､－45でとも926nmに強い吸収が、1036

nmにはそれよりも弱い吸収がみられ､そのスペ

クトルパターンに、大差はありませんでした。

　生試料のスペクトル（図２）においては、Ｐ

１、Ｐ２部ともに脂肪の多寡により900～1000

nm付近でスペクトルに大きな差がみられまし

た。脂肪音量が増加するにつれて970nmのピー

クは小さくなり、逆に924nmのピークは大きく

なることが分かりました｡970nm付近の吸収は、

水の吸収波長であり、脂肪の少ない魚体では脂

肪の多い魚体に比べ水分が多いため970nmの吸

収が強くなったものと推察されました。

　凍結試料でのスペクトル（図３）をみると、

脂肪量9.7、19.3％ではＰ１、Ｐ２部のどちらの

部位においても924nm､1036nm付近に吸収が観

察されました。しかし、1.0％では、926nm付近

のピークが低波長側にずれ、負のピークは小さ

くなり、Ｐ仁Ｐ２部でそれぞれ904nm､906nm

で弱い吸収が観察されました。また、生試料で

観察された水の970nm付近の負のピークは、凍

結試料では観察されませんでした。これは、魚

体中の水が水になったためであると考えられま

した。
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図２　生マアジの２次微分スペクトル

一－一汽一一

　このように、測定部位によるスペクトルパ

ターンに大きな追はなかったものの、生・凍結

試料ではスペクトルパターンに大きな追加認め

られました。

単相関スペクトル　表Ｄこ示した検量線作成用

試料を用いて、２次微分スペクトルデータと化

学分析による脂肪音量との単相関係数を波長ご

とに計算した相関スペクトルを図４に示しまし

た。生および凍結試料のどちらの部位でも、920

nm付近から940nm付近までの波長範囲におい

て下向きのピークが観察されました。そのピー

ク波長は、生試料ではP1部で928nmおよびＰ２

部で924nm、並びに凍結試料ではＰ１部で924

nmおよびＰ２部で922nmとなり、魚油の特性波

長（926nm）と近傍の値でした。このように相関

スペクトルの相関係数Ｒは、生・凍結試料とも

に魚油の特性波長926nm付近で－0.8程度とな

り、２次微分スペクトルと脂肪量との間には強

い負の相関が認められました。

脂肪量用検量線の作成と評価　各部位の生・凍

結試料の２次微分スペクトルと全体脂肪の化学

分析値をもとに重回帰分析を行い、その結果を

表２に示しました。魚油の特性吸収波長（926

nm）および相関スペクトルの下向きのピーク

の波長を第1波長として選択したとき良好な結

果が得られました。得られた結果をスペクトル

の測定部位（Ｐ １，Ｐ２）で比較すると生試料
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図３　凍結マアジの２次微分スペクトル
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図４　検量線試料の第１波長選択時の相関スペクトル

および凍結試料の圃区においてＰ１の検量線標

準誤差（以下SEPとする）が小さくなり、測定

精度が高くなりまた。測定部位Ｐ１において、

魚油の特性吸収波長を第１波長とする検量線

　（喪中Ａと表示）および相関スペクトルの下向

きの波長を第１波長とする検量線（喪中Ｃと表

示）の測定精度は生試料および凍結試料の圃試

料において同等でした。そこで、以後の説明で

はＡタイプの検量線を用いることにします。

　以上のことから、マアジの全体の脂肪音量は

魚体部位Ｐ１のスペクトルをインタラククンス

法により測定することにより、生試料では

SEP1.38％、凍結試料ではSEP1.44％の精度で

測定可能であることが明らかになりました。生

試料および凍結試料の近赤外法による予測値と

従来法による分析値の関係を図５に示しました。

測定部位*1
λ１

　近赤外法における測定精度は通常SEPで表

現され士すが、その値がどの程度の精度である

かを理解するためには試料が取り得るその成分

の変動範囲、すなわちレンジをそこで予め知っ

ていることが不可欠です。そこで、レンジを加

味した測定精度の指標として、SEPと目的成分

の標準偏差の比であるＲＰＤｶ1考案されていま

す。RPD値が2.5～3.0の場合検量線は大士かな

スクリーニンダに適しており、ＲＰＤ値が3.0以

上の場合満足なスクリーニンダが可能です。ま

た､5.0以上の場合品質の管理用の分析に適して

います。マアジのデータをもとにRPD値を求め

その結果を表２に併記しました。生試料では

2.8､凍結試料では2.7となりました。すなわち、

得られた結果は大士かなスクリーニングに適し

ていることになります。凍結マアジのRPD2.7

は凍結のカツオおよびビンナガのそれ（2.2）に

比べ高い値となりました。このようにマアジが

カツオ、ビンナガに比較してRPDが高くなった

理由としては、一つには皮の厚さの違いが考え

られ士した。すなわち小型魚であるマアジの方

が皮が薄く、カツオ、ビンナガより正確に皮下

の魚肉の情報を得ているのではないかと考えら

れました。

生・凍結試料両用の検量線の作成および評価

マアジの脂肪量を生試料および凍結試料に分け

表２　部位別の検量線の精度
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て測定するニとは実用上不便です。そこで、生

試料および凍結試料に適用できる両用検量線の

開発を試みました。生試料および凍結試料の検

量線作成試料のスペクトルデーク（Ｐ１で測定）

を統合し、２次微分スペクトルデータと脂前景

を基に重回帰分析を行いました。
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図５　ｲﾋ学分析値と近赤外推定値との関係

　得られた検量線は検量線評価試料の統合スペ

クトルデーク(n＝200)を用いて評価しました。

その結果を表３に示しました。 SEPおよびＲＰＤ

はそれぞれ↑.4％および2.8となり、凍結試料の

それより精度の高い値となりました。近赤外法

に上る測定値と化学分析値の関係を図６に示し

ました。この様な温度補償型検量線の開発は挑

果実の精度測定で行われています。マアジ脂貼

用の温度補償型検量線は次式で示されます。

脂肪量(％)

　＝5.27－228.80*d21og(1/R9,,)十339.76d2log

　　(1/Rﾕoい)十140.77d21og(1/R、)十

　　351.29d2log(1/R8,0)

－７－

　表３　温度保障型検量線の精度

選肢長（nm）　　　_,，　._.,..､iつ___,.､一＿　，.､ij　___一
，

訓 辺　　月　　14
R*I SEC(%)*≒EP(%)*燧as(勁RPD゛

926　　　　　　　　　　　司.40　3.57　　3,53　司.01　　1､1

926　　1054　　　　　　　　0.90　　1,67　　1,67　-0.23　　2.3

926　　1054　　754　　　　　0,93　　1.48　　1.52　j.20　　2､5

926　　1054　　754　　870　　0.94　　1,38　　1,39　-0.18　　2.8
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図６　統合検量線を用いた化学分析値と近赤外推定値との関係

　以上のことから、近赤外法によるマアジ脂肪

音量の測定に関し、２ておよび－45ての温度条

件下に適用可能な温度補償型検量線の開発が可

能であることが明らかとなりました。

　このような結果から、今後国内で水揚げされ

た生魚体、或いは原料として保管されていた凍

結魚体の品質の迅速なチェック方法として、近

赤外分先決の利用が期待されます。

＊d21og(1/R):ある波長の吸光度の２次微分値

　　　　　　　　　　(利用普及部　岸本淳司)



静岡県氷産試験場の百年　　y　　　　　　　　　　　　　　　・　･E

　　　　　　　　　第１世富士丸の誕生（上）

漁船動力化前夜

　明治初期になると、それまで駿河湾内や遠州

灘沿岸に回遊していたカツオが漸減し始め、焼

津･御前崎などカツオ釣り漁に依存する地域で

は沖合に新漁場を開拓する必要に迫られた。

　漁船は帆船ながら次第に大型化レ明治初年

には伊豆七島の利島、新島、神津島方面にまで

出漁し、明治10～20年代にかけて金洲、銭洲、

イナンバ等新漁場の開拓が相次いだ。

　沖合の操業は危険な長時間の航海をともな

い、漁獲物の鮮度低下（魚価安）を招き、活き

餌の保存も難しくなった。このため、汽船（蒸

気船）と契約して漁船を曳航させる、漁獲物を

汽船に転載して託送する、汽船に経験者を乗り

込ませ魚群を発見したら釣獲するなど、漁始動

万化前夜の先限的な試みもあったが、十分な成

果を上げることはなかった。

　明治38年（1905）、それまで捕鯨等を主対象と

した遠洋漁業奨励法（明治30年）ｶ1全面改正さ

れ､カツオ漁船の大型化･動力化に奨励金が下付

されることになった。

静岡県水産試験場は全国に先駆けて、39年直ち

に石油発動機付漁船「富士見」を建造し、遠洋

漁業試験に着干した。

富士丸以前の動力漁船

　以上l）が、第１世富士見誕生までのおおよそ

の経緯であるが、富士見以前にも動力漁船が

あったという記録2･3）がある。

　小笠郡池新田（現浜岡町）で海運業を営む見

尾文七（1839～1919）は、航海中しばしば伊豆

諸島近海に夥しいカツオ群を見て、遠洋漁業の

計画を立て､総トン数的20トンの西洋型漁船「千

鳥見」を建造した。補助機関として５馬力の陸

用発動機を改造して据え付け、明治36年清水港

を根拠地として銭洲漁場にカツオ漁に出漁し

た。ニの試みは不幸にして成功しなかったが、

３年後の富士見建造に大いに参考になったに椙

遠ない。

　なお、この千鳥礼については、前記とは異な

り、明治37年建造、総トン数８トン、エンジン

５馬力×２台という記録4）や、文七が帆船に石

油発動機をつけたものを考案し、「女礼」と名付

け、明治38年伊豆諸島沖に出漁したという記

録5･6）もある。

　また、静岡県ではこれ以前（明治34年度）に

も、県の水産奨励費1,000円を万福礼（約130ト

ン）という遠洋漁船に下付したことがある。こ

れは動力船ではなかったようだが、満足な成果

が得られず、議会でも批判を浴び、その後は遠

洋漁船に対する奨励費は中断していた7）。

静岡県の方針

　富士見建造を決めた明治37年の通常県会で

は、このことについて活発な議論がなされた。

建造にあたって県の方針を県委員(末松参事官)

の答弁から要約して引用する8)。

　　｢県下には各種の漁業かおるが、鰹の漁業が

最も盛んで漁獲高が多く､従事する漁民も多い。

従って､将米本県の漁業で第一に着干すべきは、

鰹漁業以外にはない。従来の鰹漁業では、遠い

所に行けば魚群も多く漁獲高も多いが、今の小

さい船で近海でやっていては、漁獲は甚だ少な

い。今の小さい船で遠洋に行けば、往復に多く

の日数を要し、漁獲物も悪くなってしまう。風

波の強い黒潮の流域では、今の小さい船で漁獲

をすることは殆ど不可能である。

　遠い所に行って漁業を行う方法として、以前

焼津辺りの漁業者が汽船で漁船を引いて行っ

て、向こうで鰹を獲って汽船で帰るという方法

を採ったが､汽船を操縦するのに相当な運転手、

機関士も必要であり､石炭その他消耗品も要る。

これではとても引き合わず、これは失敗した。

　県では他の方法を考えていたが、農商務省の

加藤という工学士が鰹は石油発動機の船を用い

てやると非常に成績が良いことを認めて、設計

一 ８－



をした。それが各府県に回っている。この船は

建造費が6,500円程度かかるが､石油発動機で運

転するので、漁夫なりまたは多少経験のある運

転手で以て遠洋に出て行って漁業をやる。その

漁場は伊豆七島方面で、神津島西南や黒潮流域

に行けば非常な漁獲があるに相違ない。

　4～12月の鰹の時期には鰹を釣り、室鯵の時

期には室鯵を釣る。船も大きいから、多くの人

も乗る。また多くの餌や漁獲物を貯蔵できる。

大仕掛けで漁業を成し、得たものは、遠海より

運んで海岸に持って来て売る。売却の方法は、

見込みは来だないが、出来上った上は相当なる

方法を以て、決して損をしないような売り方を

やる考えである｡］

　当時県下殼大の漁業であったカツオ漁業の育

成を是が非でも推し進めようとする、県の強い

意志が伝わってくる。

富士丸誕生

　こうした県の方針に沿って、静岡県水産試験

場は明治38年漁柳眉を新設し、富士見の建造に

着干した。

　富士見の要目等を次に示す9)。

　造船所　　三重県度会郡大湊町

　　　　　　　　(現伊勢市大湊町)市川造船所

　起　　工　　明治38年12月９日

　造　　水　　明治39年3月9日

　総トン数　　25トン

　長　　さ　　56尺　　(17.06m)

　幅　　　　　12尺６寸(3.80m)

　深　　さ　　６尺(1.82m)

　機　　関　　米国サンフランシスコ、ユニオ

　　　　　　　ンガスエンヂン会社製補助石

　　　　　　　油発動機純

　馬　　力　　20

　総建造費　　9,212円93銭２厘

　　　　　　　うち　船体(級数を含む)4,804円

　　　　　　　90銭、エンジン　2,828円28銭

　下　啓助1o)によれば、｢遠洋漁業奨励法｣の漁

船奨励金は県に下付することはできないので、

先ず造船所に奨励金を出し、それを引いた金額

で県が買うという苦肉の策をとった。船体は大

湊町の市川造船所で建造し、その後帆走で東京

－９一一

へ回航して、石川島でエンジンを据え付けた。

そこで、県知事（幸宏隆介）を据いていよいよ

試運転ということになったが､うまく動かない。

一生懸命やってみるが、少し動いたと思うとバ

タリと止まってしまう。大騒ぎして、結局製造

元へ照会することになりかけたとき、居合わせ

た成田某が工夫してヒョイと動き出したとい

う、今では考えられない大らかな富士見の誕生

であった。

写真：第１世富士丸（沼津市内浦湾にて）
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(漁業開発部　蜂谷雅之)



漁業士インタビゴー　　∧レ

　　大　石　達　也　さん

(由比港漁業協同組合蒲原支所所属)

プロフィール

　青年漁業士

　平成11年度認定

　昭和46年２月３口生まれ

　　(29歳)

　さくらえび漁業・しらす

　漁業に従事

　(ご家族の構成を教えて下さい)

大石　私、妻と子供(男の子３人)と母の６人

　　　家族です。

　(あなたのやっている漁業の内容、できれば年

間の漁暦を教えて下さい)

大石　サクラエビ漁とシラス漁をやっていま

　　　す。シラス漁は手伝いで乗っています。

　　　漁関期には、自営である車の部品関係の

　　　仕事を行っております。

　(漁業を始めたきっかけは何ですか)

大石　父が病気になった時、父のやっていたサ

　　　クラエビ漁を始めました。

　(今まで、仕事をやってきて一番印象に残って

いることはなんですか)

大石　平成元年の12月15目の晩に、今までにな

　　　いサクラエビの大漁に恵まれ、その時の

　　　値が安かったことを覚えています。

　(今仕事をやっていく上で一番大事に思ってい

ること、モットーみたいなものがあれば教えて

下さい)

大石　けがをしない様にと思っています。

　(今一番頭を悩ましていることは何ですか。仕

事のこと、家庭のこと何でも結構です)

大石　自分には悩みはありません。悩みは持だ

　　　ない性分です。

　(今までに漁業をやめようと思ったことはあり

ますか。あるとしたらどんな事情があったので

しょうか)

一釧)－

大石　漁業をやめようと思ったことはありませ

　　　ん。

　(あなたが今抱いている夢は何ですか。その夢

は実現しそうですか)

大石　特に夢はありません。毎日、仕事に追わ

　　　れて充実しています。

　(これからも漁業を続けていきますか)

大石　続けていきます。

　(お子さんに自分の仕事を繕いでもらいたいで

すか｡)

大石　繕いでもらいたいと思っています。今の

　　　サクラエビのプール制は良いが、生活す

　　　る上では大変なので、シラス漁等も繕い

　　　でくれれば良いと思っています。

　(漁架上制度についてどうお思いですか)

大石　活動内容を明確にしてもらいたいと思っ

　　　ています。先日、農業も合めた総会へ出

　　　席しましたが、農業の方がメジャーだと

　　　思いました。

　(漁協青壮年部や青年協議会活動については、

どうお思いですか)

大石　蒲原には50歳代を含めると17～18人の青

　　　壮年部員がいますが、活動は充実してい

　　　ると思います。青年協議会についてはよ

　　　く知りません。

　(水産試験場や栽培漁業センターに対して、ご

意見があれば、お聞かせください)

大石　水産試験場のサクラエビ担当の人は、良

　　　くやってくれていると思います。少し難

　　　しい話だけど講演会は聞きに行きます。

　(県の水産行政についてご意見があれば、お聞

かせ下さい)

大石　特にありません。

(平成12年６月24目　聞き干　水野秀二)
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新浜名湖分場がオープンしました！

　水産試験場浜名湖分揚が舞阪町渚園に新築移

転し、８月18日に石川知事出席のもと竣工式が

開催されました。旧浜名湖分場（舞阪町弁天島）

は建設後35年を経過し、建物、施設の老朽化が

著しく、最近の研究ニーズヘの対応が困難と

なっていたため､平成６年から改築が計画され、

今回ようやく完成に至ったものです。

　新浜名湖分場は最新の研究機器を備えた研究

棟（本館）のほか、ウナギの種苗生産研究やウ

ナギ養殖研究のための水槽実験棟やハウス加湿

棟、海産魚介類の研究のためのFRPタンク棟な

どの屋外実験棟が充実しているのが特徴です。

　また、浜名湖の全てがわかる浜名湖体験学習

施設「ウオツト」も併設され、早くも地域の人

びとの人気を集めています。「ウオツト］には部

田川から浜名湖にかけて生息する魚介類を大小

20の水槽で紹介するミニ水族館や、浜名湖の自

然や歴史をハイビジョン映像と立体音響で紹介

する映像ホールのほか、ゲーム感覚で魚の生態

や浜名湖のことが学習できるパソコンコーナー

などが整備されています。

　新しい施設で地域の漁業者の研究ニーズに応

える研究成果をあげ地域に信頼され、また親し

まれる水産試験場となることを願ってやみませ

ん。

　　　　　　　　　　　　（利用普及部・鈴木）

新浜名湖分場

　第６回さかな王国海のフェス

　　ティバルが開催されました

　昨年10月29日に「第６回さかな王国海のフェ

スティバル」が、焼津市・新焼津漁港で開催さ

れました。

　今回のフェスティバルは、今年10月28日に開

催される「第21回全国豊かな海づくり大会」の

プレイベントとして盛大に開催され、当日は小

雨圭じりのあいにくの天候にもかかわらず約５

万人の人出で賑わいました。式典では主催者の

挨拶や来賓の祝辞に続き功績団体の表彰や海の

子作品展の人貧者の表彰がありました。

　続いて焼津漁協所属の原田餌治、裕子ご夫妻

による誓いのことばの後、焼津市が全国豊かな

海づくり大会に向けて創作した「みなと群舞」

などの披露（写真）かおり圭しか。

　式典終了後には調査船験阿見を先頭に漁船パ

レード､漁業関係者や地元の小学生らによる「豊

かな海を作り隊」らによる稚魚の岸壁放流（写

真）や原田夫妻らによる沖合放流が行われました。

　この他、会場内では地元特産品の即売会や県

漁業土合が行ったアユやニジマスのつかみ取

り、水産試験場・栽培漁業センターが担当した

ミニ水族館など多彩な催しが行われ終日賑わい

ました。

　　　　　　　　　　　　（利用普及部　鈴木）

「みなと群舞」の披露

岸壁からの稚魚の放流
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平成12年度　水産研究発表会

　水産試験場と栽培漁業センターの研究成果を

発表する水産研究発表会が、11月17日に水産試

験場浜名湖分場で開催されました。毎年１回水

産試験場で開催し､今年で６回目になりますが、

今回は浜名湖分揚が舞阪町指図に新築移転され

たのを概に、「浜名湖からのメッセージ」のサブ

タイトルを付けて開催しました。平日の開催に

も関わらず90名近くの方々にご参加いただきま

した。研究発表会の後、新しい分場施設や併設

された浜名湖体験学習施設「ウオット」の見学

会も行われました。

　以下に発表の概要を紹介します。

尽iF名禦の芦の安全燈を硬屎ず-るた必に/

　　　　　水産試験場浜名湖分場　小泉　鏡子

　浜名湖のカキとアサリから過去２回貝毒が検

出され、出荷が規制されました。貝毒は貝が有

毒プランクトンを食べることで起こります。安

全な貝の供給のため、監視体制を強化するとと

もに有毒プランクトンの発生予測のため研究を

行っています。

fタカアシカl二痙カL二の脱皮と成夏/

　　　　　　　　栽培漁業センター　渥美　敏

　タカアシガニ幼生の人工飼育を行い、根方二

の長期飼育に成功しました。根ガニは最長でよ

化後937日間生存し､最大で15齢､甲長124mmに

達しました。この間の根ガニの脱皮・成長、飼

育方法を述べるとともに、脱皮行動を映像で紹

介しました。

/lニジ７ヌの厚屋./

　　　　　水産試験場富士養総湯　阿久津哲也

　味や成長が良いなど人間が望む特徴を特つ養

殖品種を作り出すことは、消費者や生産者の利

益となります。優良な特徴を特ったニジマス品

種作出について、選抜淘汰による採卵時期の調

節、染色体操作を利用した病気に強い品種作出

の取り組みについて紹介しました。

/駿河塚原擢次籾尽の環状./

　　　　　　深層水プロジェクト　五十嵐保正

　平成９年度から本格化した駿河湾深層水利用

研究は、今年度から｢深層水プロジェクト研究]

として内容が拡充し、平成13年度の陸上取水に

向け研究の一層の推進が図られています。こう

した駿河湾深層水の利用研究及び取水施設整備

の現状について紹介しました。

/l諏葵を貧べる鳶との屏吐/

　　　　　　水産試験場伊豆分場　長谷川雅俊

　海中林が消失する磯焼けが顕著になり、産業

や海洋環境保全の面から大きな問題となってい

ます。磯焼け対策を進める中で、魚による海藻

の食害があることがわかり、磯焼けから回復さ

せるためには、魚の食害を防がなければなりま

せん。

f原尽屏の近海/ご分布するカツオ/ごついむ

　　　　　　水産試験場漁業開発部　増田　傑

　静岡県の近海では，春に熱帯域から北上した

体長40cm台のカツオ（上りカツオ）が出現し始

めます。夏になると多くのカツオはさらに北上

しますが、一部の個体は静岡県近海に留まりま

す。これら静岡県近海に夏の間、滞留するカツ

オの生態について報告しました。

水産研究発表会
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第６回県青年・女性漁業者

　　交流大会開催される

　12月15日、静岡市民文化会館で県漁達が主催

する第６回県青年・女性漁業者交流大会が開催

されました。

　今回は、①今我々に何ができるのか一水産教

室を通じて子供達へ託すもの－（南伊豆町漁協

青壮年部）②今後のサクラエビ漁業についての

一提案一漁獲時のフィッシュポンプの導入－

　（由比町漁協桜漁会）及び③えんばい朝市に参

加して（浜名漁協舞阪婦人部）の３題の発表と、

浜名漁協の先進地視察報告「西部地区指導漁策

士の視察研修について」かおり圭しか。

　審査の結果、地元小学生を対象とした水産教

室を通じて漁業に関する地域の理解と活性化に

貢献した南伊豆町漁協青壮年部と、朝市への参

加を通じ農協等との交流を回り魚介普及活動を

行うなど地域の振興や活性化に貢献した浜名漁

協舞阪婦入部が、全国大会に参加することにな

りました。

　なお、今回は水産試験場による「水産試験場

百年によせて」と題する講演が行われました。

　　　　　　　　　　　　（漁業開発部　萩原）

　６回　　…………………………9…………………………肖^J白白

1県青年･女性漁葉巻交浚
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　戸田特産ニギス加工品

「すりすりメギスちゃん」発売

　伊豆新世紀創造祭関連事業「伊豆うまいもの

もちカエル事業」の一環として、水産試験揚が

地元と協力して開発を進めてきたニギスの調味

すり身が、地元業者により商品化され12月１日

に発売されました。この事業では平成10年度の

南伊豆町漁協による「石廊いか沖朝漬け」に続

くもので、戸田特産深海すり身「すりすりメギ

スちゃん」と命名されました。

　ニギスは地元ではメギスと呼ばれ、駿河湾の

水深300m付近の海に生息し､戸田の底曳網によ

り年間５～６トン漁獲されていますが、価格が

安く大量の場合は売れないため水揚げされない

こともあります。これまで戸田では、家庭料理

の一つとして水揚げされたニギスをすり身に

し、これに野菜等を一緒に混ぜ､泊で揚げた「は

んぺん」を作っていました。今回の調味すり身

は、いつでも簡便に調理できるよう調味済みと

し、地元民宿での利用の他、土産用、地元家庭

用として販売しています。戸田村としてもタカ

アシガニ、アオメエソに次ぐ特産品として売り

込みたいとの意向で、戸田･土肥両漁協直売所、

その他の戸田村内土産物証で販売されている

他、一部の宿泊施設ではこのすり身を便った料

理も提供されています。水産試験場でも戸田村

に新たな特産品として定着することを期待して

います。

　　　　　　　　　　（利用普及部　高本　毅）
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今回発売された商品



調蒼鉛の動き

調　査　内　容

ビンナガ・カツオ調査

　(三陸東方沖(天皇海山))

ビンナガ・カツオ調査

　(三陸東方沖(天皇海山))

ペントンク

漁業高等学園実習及びカツオ調査

　(マリアナ東方海域)

漁業高等学図実習及びカツオ調査

　(マリアナ西方海域)

他先定練炭測

深屑本調査

ウナギ産卵場調査

　(マリアナ海域)

地先定練観測

トラフグ試験操業(遠州灘)

深屑水調査

赤潮調査

地先定練炭測

サクラエビ調査

トラフブ試験操業(遠州灘)

サクラエビ調査

深層本調査

ペントンク

|サクラエビ調査

!地先定線観測

水質調査

サバ調査

駿河湾内地震調査

　(名古屋大学)

濠洲本調査

　(海洋科学技術センター)

海のフェスティバル参加

赤潮調査

地先定線観測

サクラエビ調査

サバ訓告

深層本調査

深層水調査

サクラエビ調先

地先定線観測

サクラエビ調査

水質調査

平成12年７月～12月

期　　問

６月22口～７月20日

８川23日～９月17口

９月27目～10月11日

10月17日～11月10日

11月22口～12月16日

７月３日～５日

７月10日～11日

７月14口～８月４日

８月16日～17日

８月22日～25口

８月28日～29日

８月30日

９月４目～５日

９月７日～８日

９月11日～14日

９月18日～19日

９月20口～22口

９月25円～10月４日

10月５日～６日

10月11日～13日

10月16日

10月19日～20日

10月23日～24日

10月25日～27口

10月28日～29日

10月31□

　　　　－一一一一
n月６目～８目

11月９日～10日

11月14日～15日

11月21日、22日

11月27日～28日

11月29日～30日

12月４目～５日

12月７日～８日

12月11日

12月14日～15日

12月20日～21日

富

士

丸

一一一一

駿

河

九

｜

｜

サバ調査

ｉサバ調査

一一帽４

日　　」志。

　　　　汗成12年７月～12月）

月　日 事　　　　　柄

　７．１

　　２

　　４

　　５～７

　　闘

　　26

　　27

　　28

8.1

　　9

　　18

　　21

　　23～24

　　24

　　26

　　30～31

9.1

　　5～6

　　8～9

　　13

　　14

　　18

30～10.1

10.2

　　2

　　7

　　10

　　12

　　17

　　26

　　27

　　28

11.8～9

　　10

　　13～伺

　　16

　　17

　　19

　　21

　　28～29

12.2

　　5

　　7

　　7～8

　　11

　　13

　　15

　　21～22

沼津魚仲創立50周年U諺式典（沼津市）,内水面漁協組合長会議

県あゆ友釣競技選手権大会（下田市）

中央ブロック海区水産業研究会（神奈川県横浜顔

全国養鱒技術協議会（茨城県大洗町）

県桜海老加工連総会（静岡市）

浜岡原発前面海域調査委員会（浜岡町）

研究調整会議専門都会

中都地区漁業青年協議会

全国豊かな海づくり大会焼津市実行委員会

サウジアラビア海洋漁業局長来場

浜名湖分場竣工式（舞阪町）

県民の日　一般公開

全国内水面水産試験場長会西部ブロック会議（徳島顔

蒲原町長来場

にじます祭り（冨士官市）

全国湖沼河川養殖研究会第73回大会（岡山市）

総合防災訓練

技衛運絡協議会

関来・東海ブロック漁策士研修会（浜桧言）

東海ブロック水産試験場長会（三重県）

東海ブロック農林水産新世紀ビジョン策定委員会（静岡市）

全国養贈技衛協議会運営委員会（東京都）

第20回全国豊かな海づくり大会（京都府網野町）

全国水産業改良普及職員協議会（東京都）

漁船安全衛生講習会

海のクリーン作戦（焼津市）

試験研究調整会議幹事会（静岡市）

駿河清深層水活用新ビジネス創出支援事業調整会議瀞岡㈲

漁業高等学園　富士丸乗船実習　乗船式

伊豆東岸栽培推進協議会（伊東市）

知胆出先機関所長との意見対比伊豆西岸栽旧は副赳（指図）

第６回さがな王国海のフェスティバル（新焼津漁港）

海洋深層水利用研究会研究発表会（神戸市）

地域水産業懇談会仲部）（静岡顔、実りのフェスティバル（束京都）

養鱒振興全国大会（群馬県）

地域水産業懇談会（東部）（沼津市）

水産研究発表会（舞阪町）

静岡県錦鰹品評会

漁業上認定委員会（静岡市）

技術運絡協議会

日本水産学会（中部支部）（清水市）

外国人研修生技能評価試験（場内）

駿河湾深層水利用検討会（静岡市）

東海ブロック水質担当者会議（浜松市）

水産養殖研究推進全国会議（三重県伊勢市）

予備監査

静岡県青年・女性漁業者交流大会（静岡市）

漁場環境保全研究推進全国会議赤潮･貝毒部会（広島顔
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